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無理のない範囲で働いて全員で社会を支える

全員参加・生涯参加社会へ向けて



75歳以上を「支えられる側」とすると

15-64歳で65歳以上を支える場合

15-74歳で75歳以上を支える場合

出典：令和元年版高齢社会白書図1-1-2「高齢化の推移と将来推計」(p.4)より算出

2020年：2.07人 2040年：1.53人 2060年：1.35人

2020年：4.89人 2040年：3.42人 2060年：2.49人



シニアの多様な働き方

起業

業務委託

ワーカーズ コレクティブ (働く人の協同組合）

モザイク就労 など
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【１】どこの地域にもある地域サービス・産業を
分解する（＝仕事のタスク分解、切り出し）

役所 保育・教育機関 医療・介護施設

1 利用者の送迎・送迎補助

2 記録補助（体温、排泄、食事摂取等）

3 居室や施設の清掃、備品の準備・片付け・補充作業等

4 起床や就寝時の声掛け・見守り

5 ベッドメイキング

6 洗濯・洗濯物の回収・配布

7 浴槽清掃・湯はり

8 入浴後のドライヤーがけ・整髪

9 調理補助、料理や飲み物へのとろみ付け

10 食事の配膳・下膳

11 施設内外での移動補助（車いすでの移動補助を含む）

12 利用者の見守り・傾聴(話し相手）

13 イベントやアクティビティの補助

14 消毒作業等の感染症対策

地域産業（農業、観光、環境など）

＜例：介護助手の仕事（タスク）＞

A
さん

B
さん

C
さん

タスクA

タスクB タスクC

【２】円滑な業務遂行をサポートする
「マネジメントシステム」を確立する

シニア就労
マネジメントシステム

※「セカンドライフは本人任せ」の社会文化を変える（社会が導く、サポートする）

地域課題解決に向けてシニアが活躍できる
『成功モデル』を創造する（モデル化する）

地域で自走できる『マッチングシステム
（組織・機能）』のモデルを考案する

＋

IOG案を策定し、社会に提案する

【３】必要な機能を実行できる「人・モノ・カネ」（組織）
のあり方を追究する G to B to B to Cモデルの創造！

＜必要な機能（ミッション）＞

①選択肢（仕事・活躍場所・機会）を“拡げる”

－仕事（タスク）分解作業を含む（“分解する”）

②仕事（タスク）と人（シニア他）を“つなぐ”

③活躍場所で、人と仕事を“マネジメント”する（支援する）

④現役当時からセカンドキャリア構築に向けて“導く”

【国（厚労省）】 環境整備事業を進化させる

【企業】 輩出する人材を支援する価値観と具体取組を促す

【個人】 現役時代からの早目の準備を促す

地域社会における高齢者就労



「貢献寿命の延伸への挑戦！～高齢者が活躍するスマートコミュニティの社会実装～」 研究概要
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2022年

【タスク１】貢献寿命の概念構築、
指標と尺度の開発

【タスク２】シニア向け就労・社会活動の
選択肢の体系化とモザイク化

【タスク３】GBERによるシニア就労等マッ
チング活動の展開

【タスク４】GBER運用組織の創設と事業化

【タスク５】本プロジェクトの効果検証

2023年 2024年 2025年

個人

選択肢

熊本県 福井県 世田谷区

個人

プロジェクト推進体制

文理融合＋ビジネスノウハウを兼ね揃えた学際研究チーム

指標、尺度案

地域

シニア以外の
領域の検討

概念の社会啓発、尺度確立に向けた分析・検討

就労・社会活動の選択
肢拡大の追究（継続）

確立

試案
完成

蓄積データのフィードバック

八王子市 鎌倉市



学ぶ

遊ぶ 休む

働く

・旅行
・スポーツ
・読書
・映画鑑賞

・継続して働く
・起業
・パート・アルバイト
・ボランティア

・資格取得
・学校・大学
・外国語学習
・習い事

・睡眠
・休息

働く
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セカンドライフの設計



60代 70代 80代 90代

働く

学ぶ遊ぶ

休む

働く

学ぶ

遊ぶ

休む

働く

学ぶ

遊ぶ休む

働く
学ぶ

遊ぶ

休む

その他
その他 その他

その他
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シニア労働力の特性として個人で働くことにかかる制約を克服する、複数人の力を合わせる
モザイク型就労と、個人目線で就労・社会参加の機会を拡大するICT基盤『GBER』

GBER: 地域活動へのマッチングプラットフォーム

地域参加できる予定管理 ⽣活圏内の地域活動を検索 興味関⼼を⼿軽に⼊⼒

Schedule Location Interest

標準的労働者レベル 

分野Aの経験・ スキル 

運動機能 

認知機能 

分野Bの経験・ スキル 

シニア  
A 

分野Aの経験・ スキル 

運動機能 

認知機能 

分野Bの経験・ スキル 

シニア  
B 

分野Aの経験・ スキル 

運動機能 

認知機能 

分野Bの経験・ スキル 

若者 

仮想労働者 
X 

分野Aの経験・ スキル 

分野Bの経験・ スキル 

運動機能 

認知機能 

労働力合成 

空間モザイク
空間の制約を克服

スキルモザイク
スキルの制約を克服

時間モザイク
時間の制約を克服

モザイク型就労モデル
GBER: Gathering Brisk Elderly in the 

Region

マッチングに貢献
寿命指標を活用

一橋大学檜山敦教授作成
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モザイク就労







全員参加・生涯参加社会へ向けて

➢ 年金制度・雇用制度の改変

➢ Inclusive な就労環境（生産性、安全性、Agismなど）

➢ Employability (雇用され得る能力）の強化

➢ 現役時代からのキャリア自律
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